























Casework : A psychosocial therapy (3rd ed.) が出版された1981年までの50年間で29篇に及ぶ著作および
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年までに発表した著作および論文を12篇取り上げ、彼女の研究業績を第 1 期から第 4 期（第 1 期：
1939～1949年、第 2 期：1955年、第 3 期：1964年、第 4 期：1967～1968年）に分類している（久保
1971：64-65）。また白澤は、1960～1970年代のホリスによるケースワーク理論の変遷を考察するこ
とを目的に、1964～1972年に発表された著作および論文を17篇取り上げ、久保とは異なる観点




Casework : A psychosocial therapy (4th ed.) および Casework : A psychosocial therapy (5th ed.) をもとに、ホ
リスが体系化したケースワーク技法を中心に研究の変遷を考察していく。それにあたり、ホリスの 
ソーシャルワーク理論の再考 

























研究の系譜を表 1 のように分類した。 
 表 1 に示したように、第 1 期は Casework : A psychosocial therapy (1st ed.) が刊行される以前を示し
ており、この時期、ホリスによるケースワーク技法が誕生した。第 2 期は、ホリスの代表作として





第 1 期 ケースワークの技法が誕生した時期（1931-1962） 
1931a   Emotional Factors in the Attitudes of Clients Toward Relief 
1931b   The Functions of Family Society 
1933    Case Work as a Supplemental Service 
1935a   Some Contributions of Therapy to Generalized Case Work Practice 
1935b   Environmental(Indirect)Treatment as Determined by Client’s Needs 
1935c   Individualized Service to Families in the Private Agency 
1939  ☆ Social Casework in Practice : Six Case Studies 
1949a   The Techniques of Casework 
1949b ☆ Women in Marital Conflict  
1951    The Relationship between Psychosocial Diagnosis and Treatment 
1955    Principles and Assumptions Underlying Casework Practice 
1956    The Generic and Specific in Social Casework Reexamined 
1958    Personality Diagnosis in Casework 
1962    Analysis of Casework Treatment Methods and Their Relationship to Personality Change 
第 2 期 ケースワークの技法が体系化された時期（1964） 
1964   ☆ Casework: A psychosocial Therapy（first edition） 
第 3 期 ケースワークの技法の妥当性が検証された時期（1965-1970） 
1965    Casework and Social Class 
1967a   Explorations in the Development of Typology of casework Treatment 
1967b   The Coding and Application of a Typology of Casework Treatment 
1967c  A study of Joint Interviewing in the Treatment of Marital Problems 
1968a   A Profile of Early Interviews in Marital Counseling 
1968b   Continuance and Discontinuance in Marital Counseling and Some Observation on Joint Interviews 
1968c   A Typology of Casework Treatment 
1968d  And What Shall We Teach? The Social Work Educator and Knowledge 
1970   ☆ The Psychosocial Approach to the Practice of Casework 
第 4 期 ケースワークの技法が発展した時期（1972-1983） 
1972   ☆ Casework: A psychosocial Therapy（second edition） 
1976    Evaluation: Clinical Results and Research Methodology 
1980    On Revisiting Social Work 
1981  ☆ Casework: A psychosocial Therapy（third edition） 
1983    How It Really Was 
第 5 期 ケースワークの技法が完成した時期（1990～2000） 
1990   ☆Casework : A psychosocial Therapy（fourth edition） 
2000   ☆ Casework : A psychosocial therapy (fifth edition) 
                                        ☆印は著作を示している 
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く把握する方法の 1 つとして精神分析の理論や知識を活用していた。 










 第 1 期において、ホリスは著作 2 篇・論文12篇を発表している。この時期に発表された文献では、
発表された著作２篇・論文12編（以下、発表された著作・論文は下記の記号を用いる） 
 
① 1931a   Emotional Factors in the Attitudes of Clients Toward Relief 
② 1931b   The Functions of Family Society 
③ 1933    Case Work as a Supplemental Service 
④ 1935a   Some Contributions of Therapy to Generalized Case Work Practice 
⑤ 1935b   Environmental(Indirect)Treatment as Determined by Client’s Needs 
⑥ 1935c   Individualized Service to Families in the Private Agency 
⑦ 1939   ☆ Social Casework in Practice : Six Case Studies 
⑧ 1949a   ☆ Women in Marital Conflict  
⑨ 1949b   The Techniques of Casework 
⑩ 1951    The Relationship between Psychosocial Diagnosis and Treatment 
⑪ 1955    Principles and Assumptions Underlying Casework Practice 
⑫ 1956    The Generic and Specific in Social Casework Reexamined 
⑬ 1958    Personality Diagnosis in Casework 
⑭ 1962  Analysis of Casework Treatment Methods and Their Relationship to Personality Change 
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ることは大変興味深い。また⑤においても、第 2 期に体系化されたケースワーク技法の 1 つとして













Luther. King, Jr）を中心とする市民権運動、SNCC（学生非暴力調整委員会）や SDS（社会民主主
発表された著作１篇 
Casework : A psychosocial therapy (1st ed.) 
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 ホリスは、第 1 期で発表した著書および論文の集大成として1964年に Casework : A psychosocial 












































 このような課題を達成するために、ホリスは図 1 のようにケースワーク技法を「直接的処遇」と
「間接的処遇」の大きく  2 つに区分し、さらに前者を①「持続的支持手続き」（sustaining 
procedures）、②「直接的指示手続き」（procedures of direct influence）、③「浄化法および換気法」
（catharsis or ventilation）、④「人と状況の全体性についての反省的話し合い」（reflective discussion 
of the person-situation configuration）、⑤「力動についての反省的話し合い」（reflective discussion of 
the dynamics of response patterns or tendencies）、⑥「発生的な反省的話し合い」（reflective 
discussion of the genetic development of response patterns or tendencies）の 6 つのカテゴリーに分類
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                                                Hollis1964 をもとに筆者作成 
図１ Casework : A psychosocial therapy (1st ed) におけるホリスのケースワークの技法 
直接的処遇―① 持続的支持手続き 
      ② 直接的指示手続き 
      ③ 浄化法および換気法 
      ④ 人と状況の全体性についての反省的話し合い 
      ⑤ 力動についての反省的話し合い 
      ⑥ 発生的な反省的話し合い 
間接的処遇―直接的処遇の①～④ 
      環境的処置 
ソーシャルワーク理論の再考 
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1964＝1966：94） 
 
 この説明にもあるように、「環境的処置」は第 1 期の「環境の修正」の技法をさらに発展させ、
具体化したものである。 











































（Theories of Social Casework）では、以下のように、ケースワークの7つのアプローチが紹介されて












考えられている（久保2004）。またこの時期、ケースワークは、‘direct social work with individual’
という用語で表現されるようになってきた（Hepworth and Larsen 1982）。 
 第 3 期において、ホリスはケースワーク技法の妥当性の検証を試みており、著作 1 篇・論文 6 遍
を発表している。彼女は Casework : A psychosocial therapy (first edition) の出版後、保健・教育・福祉
発表された著作１篇、論文８篇 
 
① 1965    Casework and Social Class 
② 1967a   Explorations in the Development of Typology of casework Treatment 
③ 1967b   The Coding and Application of a Typology of Casework Treatment 
④ 1967c  A study of Joint Interviewing in the Treatment of Marital Problems 
⑤ 1968a   A Profile of Early Interviews in Marital Counseling 
⑥ 1968b   Continuance and Discontinuance in Marital Counseling and Some Observation on Joint Interviews 
⑦ 1968c  ☆ A Typology of Casework Treatment 
⑧ 1968d  And What Shall We Teach? The Social Work Educator and Knowledge 
⑨ 1970  The Psychosocial Approach to the Practice of Casework 
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省の国立精神衛生研究所（National Institute of Mental Health, U.S. Department of Health, Education, 





 ③では、面接で 6 つの技法がどのように用いられているかを把握する方法が例示されている
（Hollis 1967b）。その方法とは、 1 つの面接場面におけるクライアントとソーシャルワーカーとの

















































 たとえばピンカス（Pincus. A）とミナハン（Minahan. A）は、システム理論をソーシャルワーク
に援用することの意義を主張し、新しいソーシャルワーク実践のためのモデルと方法論を提唱した
（Pincus and Minahan 1973）。また同時期、ゴールドシュタイン（Goldstein Howard）がソーシャル
ワークの実践アプローチとしてシステム理論を援用したユニタリー・アプローチ（Unitary 





① 1972  ☆Casework: A psychosocial Therapy（2nd ed.） 
② 1976   Evaluation: Clinical Results and Research Methodology 
③ 1980   On Revisiting Social Work 
④ 1981  ☆Casework: A psychosocial Therapy（3rd ed.） 
⑤ 1983  How It Really Was 
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 第 4 期において、ホリスは著作 2 篇および論文 3 篇を発表しているが、ここからは環境や間接的
処遇に対する関心が高まっている様子がうかがえる。それまで彼女は、クライアントとワーカーと
のコミュニケーションや、技法に関しても直接的処遇ばかりに目を向けてきた。これは1964年に出
版された Casework : A psychosocial therapy (1st ed.) をみても明らかであり、本書で間接的処遇につい







 ①では、 Casework : A psychosocial therapy (1st ed.) が出版された1964年以降約10年間の研究を踏ま
え、それらが精緻化され論が展開している。表 2 に示したように、本書の特徴については、すでに





  1 つめの特徴は、「システム理論の導入」である。システム理論という用語をホリスが取り上げ






表２ Casework : A psychosocial therapy (second edition) の特徴 




































初版では記されていなかったが、第 2 版では社会資源について言及し、その種類として以下の 5 つ
を挙げている。 
 
（１）「ワーカーが経営する社会福祉機関」（Worker’s Own Social Agency） 
（２）「常勤のワーカーはいるが他の専門家が指揮をとる組織」(Non-Social Work Organization 
Where Worker Is Employed) 
（３）「ワーカーのいない社会福祉機関」(Social Agency Where Worker Is Not Employed) 
（４）「他の専門家が指揮をとるワーカーのいない社会福祉機関」(Non-Social Work Agency 
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 さらに②では、①では充分に明記されていなかった、上記の 5 つの社会資源について詳細に言及
されている（Hollis 1980：170-186）。その要点は、以下のとおりである。 
  1 つめの「ワーカーが経営する社会福祉機関」は、ワーカーがリーダーシップをとって組織の方
向性を決定する機関を示している。ホリスによれば、このタイプの機関で求められるワーカーの役
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格的に取り入れられるようになった。こうしたなか、ホリスとウッズ共著の  Casework : A 
psychosocial therapy 第 4 版と第 5 版は公刊された。 
 ホリスは、1979年に医師から悪性リンパ腫と告知を受け、その後亡くなる数ヶ月前までウッズと
発表された著作２冊 
1990  ☆Casework: A psychosocial Therapy（4th ed.） 
2000  ☆Casework : A psychosocial therapy (5th ed.) 
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共に Casework : A psychosocial therapy の第 4 版の構想をふくらませ、作成に力を注いでいた。しか
し、それを完成させることなく彼女は1987年 7 月 3 日に永眠した。遺作となった第 4 版は、彼女が
永眠した 3 年後の1990年に出版され、さらにその10年後の2000年に第 5 版が出版された。これら 2 
冊（特に第 5 版）は、ホリスが長年の実践、研究、教育を通して培ってきた思想・経験知・知識等
が凝縮された内容となっている。第 4 版は総頁数542頁、第 5 版にいたっては667頁におよぶ大著と
なっている。 
 これら 2 冊には、アメリカの社会情勢やソーシャルワークの流れに伴い、これまでに書かれてい
ないことが書かれており、いくつかの特徴がみられる。その主な特徴として、以下の 4 つが挙げら







  1 つめの特徴は、用語の変化である。ホリスは1964年の初版から第 3 版まで「ケースワーク」と
いう言葉にこだわり、本のタイトルも「ケースワーク」としてきた。ところが第4版では初めて、







見られた用語としては、「治療」（treatment）が挙げられる。第 3 版までは、「対応する」（dealing 
with）、「行動する」（acting）、「振舞う」（behaving）という意味で「治療」という用語が用いられ
てきたが、この用語には病理的な意味（問題を発見し、それを治療して改善すれば問題は解決する
という考え方）が含まれるとソーシャルワーカーから批判があり、それを受け、第 4 版と 5 版では
「治療」を広義に捉える意味で「援助」（helping）、「援助プロセス」(helping process)、「サービス」
(service)という用語が使われたのである。このように、第 4 版と第 5 版では新たな用語が登場して
いるが、これまでに使われてきた用語が使われなくなったというわけではなく、また、タイトルも
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以前と変わらず「ケースワーク」とされている。 





カーは日々の実践に追われていた（Woods and Hollis 2000：14-17）。それに伴い、第 4 版以降は事
例の範囲が拡大している。ホリスは、学生の頃から結婚問題に関心を寄せており、博士論文でも





















トとして活動するクリニカルソーシャルワーカーに要請されると記されている（Woods and Hollis 
2000：14-30）。 
現代福祉研究 第 7 号（2007. 3） 







Ｂ. 直接的影響  





    b. アドバイス  
    c. 反射 






    e. 持続的直接的影響 
Ｃ. 探査・描写・換気  
    a. 怒り、憎しみ 
    b. 悲嘆 
    c. 自責の念 
    d. 不安 
    e. 禁忌 
    d. 換気のファミリー･インタビュー 
Ｄ. 人と状況の全体性についての反省的話し合い  










Ａ. コミュニケーションのタイプ  
    a. 持続 
 b. 直接的影響 
 c. 探査・描写・換気 
 d . 人と状況の全体についての反省的話し合い 
Ｂ. ワーカーの役割  
    a. 提供者 
    b. 探索者 
    c. 創造者 
    d. 説明者 
    e. 媒介者 
    f. 積極的介入者 
    g. ケースアドボカシー＆ソーシャル・アドボカシー  
Ｃ. 社会資源の種類 
    a. ワーカーが雇用されている機関 
    b. ワーカーが雇用されていない組織 
    c. 開業しているワーカー 
    d. 個人または同僚 
Woods&Hollis 2000をもとに筆者作成 
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  4 つめの特徴は、ケースワーク技法の細分化・精緻化である。第 4 版以降、ホリスのケースワー
ク技法には理論的な発展がほとんどみられないが、内容が細分化している。既述のように、
Casework : A psychosocial therapy (1st ed) 以降、彼女のケースワーク技法は直接的処遇として 6 つの技






B. 直接的影響、C. 探査・描写・換気、D. 人と状況の全体性についての話し合い、E. 力動につい
ての反省的話し合い、F. 発生的な反省的話し合いという 6 つの項目から構成されている。ただ、B, 
C, Dがさらに細分化され、内容が充実している。続いて後者は、これまでと比べるとかなり内容が
整理されている。これまでは、後者にあたる「間接的処遇」は、「直接的処遇」の技法の 4 つプラ
ス「環境的処置」という 5 つに分類されていたが、第 5 版では、A. コミュニケーションのタイプ、











法を中心に研究の変遷を考察してきた。表 3 は、ホリスの研究の発展過程を整理したものである。 




る「直接的処遇」が技法の中心となっている。第 3 期は、 3 つの調査によって第 2 期で体系化され 
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役割として 6 つ 
提示 
・社会資源の種類と








 1 . 環境の修正 
 2 . 心理的サポート 
 3 . 明確化 
 4 . 洞察 
直接的処遇 
 1 . 持続的支持 
手続き 
 2 . 直接的指示 
手続き 
 3 . 浄化法および 
換気法 
 4 . 人と状況の全体
性についての 
反省的話し合い
 5 . 力動についての
反省的話し合い












 1 . 持続的支持 
手続き 
 2 . 直接的指示 
手続き 
 3 . 浄化法および 
換気法 
 4 . 人と状況の全体
性についての 
反省的話し合い
 5 . 力動についての
反省的話し合い









 1 . 提供者 
 2 . 探索者 
 3 . 説明者 
 4 . 創造者 
 5 . 媒介者 
 6 . 積極的介入者 
 
社会資源 
 1 . ワーカーが雇用
されている社会
福祉機関 




 3 . ワーカーが雇用
されていない社
会福祉機関 
 4 . 他の専門家が指








 1 . 持続 
 2 . 直接的影響 
 3 . 探査・描写・ 
換気 
 4 . 人と状況の全体 
性についての 
反省的話し合い 
 5 . 力動についての 
反省的話し合い 
 6 . 発生的な反省的 
話し合い 




 1 . コ ミ ュ ニ ケ ー
ションのタイプ 
  上記の１～４ 



















































 このような課題はあるものの、理論の発展には課題はつきものであり、また、 1 つの理論に完璧
現代福祉研究 第 7 号（2007. 3） 




























影響し、実践の効果や実用性を実証することの重要性が指摘されるなど（Edmond et al., 2006；



















 1 ) おそらく著作や学会誌以外に発表されていないものもあると思われるが、本稿では国内外で現
時点で入手可能なもののみを取りあげた。 
 2 )  Turner, J. Francis. (1990) Foreword. In Hollis, Florence & Woods, Mary E. (ed.) Casework: A 
Psychosocial Therapy (4th ed).McGraw-Hill. pp. vii-viii.  
 3 )  Hollis, Florence & Woods, Mary E. (ed.). (1990) Casework: A Psychosocial Therapy (3rd ed). Random 
House. pp. ix-xii.  
 4 )  Hollis, Florence. Casework: A Psychosocial Therapy (1st ed). Random House. pp. 277-289.  
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